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 近年，運動不足による体重超過や肥満が深刻な社会問題となっている．そこで，高い運動促進
効果を得ることを目的として，Street View画像を用いたバーチャルサイクリングが開発された．
これは，ペダルを漕ぐことに合わせての Street View 画像が遷移し，屋外でサイクリングをし
ているように感じさせるシステムであり，運動促進効果を高めることが明らかにされた．Street 
View 画像がサポートされているところであれば，世界中どこでも走行可能であるため，運動に
適したコース風景を提示することで，運動促進効果を高めることができると考えられる． 
 
 本研究では，バーチャルサイクリングにおいて，どのようなコース風景が運動促進効果，つま
り運動強度と運動継続性を高めるのかを明らかにするため，評価実験を行った．まず，コース風
景によって運動促進効果に差が生じるのかを確認することを目的として 1 回目の評価実験を行
った．実験参加者 10名に，「走行する道が明確か」と「風景の変化が大きいか」を組み合わせた
4種類のコース風景を 3分間ずつ走行してもらった．結果，コース風景の違いにより，走行速度
と運動継続性に関するアンケート結果に差がみられ，運動促進効果に差が生じることが明らか
となった．さらに，コース風景の印象との相関をみたところ，「落ち着きのある」コース風景が
運動強度を高め，「美しい」コース風景が運動継続性を高める可能性があるという結果を得た．
この結果に基づき，コース風景の印象と運動促進効果の相関を明らかにすることを目的として 2
回目の評価実験を行った．実験参加者 16名に，「落ち着いているか」と「美しいか」を組み合わ
せた 4 種類のコース風景を 4 分間ずつ走行してもらった．また，運動継続性を定量的に評価す
るため，週 1回，4週間にわたり実験に参加してもらい，平均速度の変化を分析した．結果，「美
しい」コース風景は運動継続性を高めることが定量的に明らかとなった．コース風景の印象との
相関をみたところ，「暖かい」コース風景が運動強度を高める可能性があるという 1回目の評価
実験とは異なる結果が得られた． 
 
 以上より，運動強度，運動継続性それぞれを高めるコース風景が存在し，運動継続性を高める
コース風景の印象は「美しさ」であることが示唆されるが，運動強度を高めるコース風景の印象
は一意に定められなかった． 
